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北海道大学総合博物館 冬季企画展示 

「北大古生物学の巨人たち」の開催について（お知らせ） 
 

 

開催概要：北海道大学の古生物学研究の歴史と現在を紹介するとともに，総合博物館に収蔵されてい

る貴重な化石標本を一般公開します。 

 

開催趣旨：近年，恐竜研究について北海道大学総合博物館では多くの情報を発信していますが，北海

道大学の古生物学研究には長い歴史があります。初代教授の長尾 巧は，戦前に，当時日本領であっ

た樺太で発掘し自ら命名した「ニッポノサウルス」の研究や，水生哺乳類「デスモスチルス」の世界

初となる全身骨格の発掘・研究を行ったことで知られています。それ以来，古生物界において北海道

大学は先駆的な立場で研究を進めています。 

この企画展示では，北大古生物学研究の基礎を作り上げた初代から 5代目までの教授の功績を振り

返り，総合博物館に所蔵されている貴重な化石標本を展示します。初代 長尾教授のニッポノサウル

スやデスモスチルスの実物標本や貝化石，第 2代 大石三郎教授の植物化石，第 3代 早坂一郎教授の

フズリナ，第 4代 湊 正雄教授の二枚貝，第 5代 加藤 誠教授のサンゴ化石などを紹介します。ま

た，現在行われている脊椎動物の研究についても紹介します。 

 

 

冬季企画展示「北大古生物学の巨人たち」 

会  期：平成 29 年 1 月 31 日（火）～ 4 月 2 日（日） 

※公開初日（1月 31 日）のみ，オープニングセレモニー終了後に，企画展示室を開場しま

す。（11 時頃を予定） 

場  所：北海道大学総合博物館（札幌市北区北 10 条西 8丁目） 1 階企画展示室 

JR 札幌駅北口より徒歩 10 分  地下鉄「北 12 条」駅より徒歩 10 分 

主  催：北海道大学総合博物館 

協  力：足寄動物化石博物館，むかわ町穂別博物館，沼田町化石館 

開館時間：10:00～17:00 

休 館 日：毎週月曜日（月曜が祝日の場合は開館，翌平日が休館），2月 25 日（土），3月 12 日（日） 

入 館 料：無料 



【セミナー】 

・2月 5 日（日）「触覚と写真－光の化石－」 

石崎幹男（写真家） 

・2月 12 日（日）「北大化石標本コレクションの系譜」 

越前谷宏紀（北海道大学総合博物館資料部研究員） 

・2月 19 日（日）「ニッポノサウルスの最新研究」 

高崎竜司（北海道大学大学院理学院博士課程） 

・3月 5 日（日）「デスモスチルスの発見，発掘と研究」 

田中嘉寛（沼田町化石館学芸員・北海道大学総合博物館資料部研究員） 

 

※会場：北海道大学総合博物館 1階 知の交流（ホール） 

時間：13:30～15:00 

参加費：無料，申込不要 

 

 

注意事項：本学では，構内への車両乗り入れを規制しています。バス・地下鉄などの公共交通機関の

ご利用をお願いします。 

 

お問い合わせ先 

展示担当：北海道大学総合博物館 准教授 小林 快次（こばやし よしつぐ） 

 

北海道大学総合博物館 事務室 

TEL：011-706-2658  FAX：011-706-4029  E-mail：museum-jimu@museum.hokudai.ac.jp 

ホームページ：http://www.museum.hokudai.ac.jp/ 

 








